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1. はじめに 

岩手山では、火山噴火により「降灰後の土石流」や「融雪

型火山泥流」の発生が想定されている。岩手山麓には、保全

対象として全方向に人家や観光施設等が存在しており、火山

噴火時に全ての箇所を守るため、均等に緊急ハード対策を実

施することは、時間的・空間的に困難である。したがって、

限られた時間と資機材で緊急ハード対策を実施することに

より、出来る限り高い減災効果を得るために、緊急ハード対

策施工優先度を事前に検討しておくことが重要となる。 

一般に施工優先度の設定には、公平性、客観性が求められ、

また、アカウンタビリティを念頭に置いた検討を進める必要

がある。従来、施工優先度は「加点法」を用いた設定が主体

だったが、各評価項目の配点根拠に客観性が欠けるため、説

明が難しいという問題があった。 

本稿では、客観的評価が可能な「包絡分析法（DEA）」によ

る手法（事業優先順位設定手法）を用いて設定した緊急ハー

ド対策施工優先度について報告する。 

2. 評価項目の抽出 

評価項目を選定する際には、自然特性と社会的影響度のどちらかに偏った評価とならないよう留意する必要があ

る。以下に評価項目抽出の方針を示す。 

（1）まず、自然特性に関する項目、社会的な影響度に関する項目から複数項目を抽出する 

（2）ダブルカウントとなる項目はどちらかの項目で代表させる 

（3）データ不足やデータ取得の偏りが認められる項目、定量化が困難な項目には着目しない 

2.1 自然特性に関する項目 

○降灰後の土石流 

自然特性に関する項目として、まず①発生確率・頻度②降雨③流域面積④渓流数⑤対象土砂量⑥要整備土砂量の

6 項目を抽出した。 

「発生確率・頻度」は、方向別の降雨・降灰特性や土石流堆積物の分布状況等により評価される項目である。し

かし、方向別の降雨・降灰特性について整理された情報は不足しており、発生確率との定量的な関係についても不

明瞭である。また、土石流堆積物の分布調査は一部の地域でしか行われておらず、方向によってデータ取得の偏り

が認められる。そのため、「発生確率・頻度」は、評価項目として着目しないこととした。 

「降雨」「流域面積」「渓流数」「対象土砂量」は、「要整備土砂量」と相関の強い項目である。「要整備土砂量」は

降雨、流域面積、施設効果等の複数の要素を含んだ項目であり、他の項目より自然特性を代表する項目であると考

えられる。そのため、「降雨」「流域面積」「渓流数」「対象土砂量」は、ダブルカウントを考慮して評価項目として

は着目せず、「要整備土砂量」を自然特性の評価項目として着目した。 

○融雪型火山泥流 

自然特性に関する項目として、まず①発生確率・頻度②火口壁の地形③泥流総量の 3項目を抽出した。 

「発生確率・頻度」は、方向別の火砕流発生確率や泥流堆積物の分布状況等により評価される項目である。しか

し、火砕流はどの方向に発生するか予測は困難であり、方向別の発生確率を評価することは、技術的に困難である。

また、泥流堆積物の分布調査は一部の地域でしか行われておらず、方向によってデータ取得の偏りが認められる。

そのため、「発生確率・頻度」は、評価項目として着目しないこととした。 

「火口壁の地形」は、火口壁の標高と火砕流発生確率の定量化が困難であるため、評価項目としては着目しない

こととした。 

「泥流総量」は、火砕流量や融雪水量等によって決まる項目であり、融雪型火山泥流の規模や影響範囲を把握す
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る上で重要な項目である。そのため、融雪型火山泥流では、「泥流総量」を自然特性の評価項目として着目した。 

2.2 社会的影響度に関する項目 

社会的影響度に関する項目として、想定氾濫区域内の①家屋数②公共施設数③災害時要援護者関連施設数④被害

額⑤人口の 5項目を抽出した。 

「家屋数」「公共施設数」「災害時要援護者関連施設数」は、「被害額」と相関の強い項目である。「被害額」は「家

屋数」「公共施設」「災害時要援護者関連施設」等の要素を含んだ項目であるため、他の項目より社会的な影響度を

代表する項目であると考えられる。そのため、「家屋数」「公共施設数」「災害時要援護者関連施設数」は、ダブルカ

ウントを考慮して評価項目としては着目せず、「被害額」を社会的影響度の評価項目として着目した。 

また、「人口」は、他の項目とは独立した項目であり、人的被害の社会への影響は甚大であるため、社会的な影響

度の評価項目として着目した。 

 

 

3. 評価結果 

 前項で抽出した評価項目に対して定量的に評価し、現象毎に包

絡分析法を用いて施工優先度を設定した。結果を表-1、2に示す。 

降灰後の土石流では、北東方向が 1 位、南東方向が 2位、南西

方向が 3 位となる。1位となった北東方向は、対策施設の整備が

遅れており、要整備土砂量の多い地域である。また、観光施設や

集落も多く、被害額の高い地域でもある。 

融雪型火山泥流では、南東方向が 1 位、北東方向が 2位、東方

向が 3位となる。1 位となった南東方向は、盛岡市の市街地が保

全対象となるため、他地域と比べて人口が非常に多く、被害額も

高い。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

4. おわりに 

「包絡分析法（DEA）」を用いることにより、岩手山の地域特性

を反映した説明性の高い緊急ハード対策施工優先度を設定するこ

とが出来た。今後は、今回設定した施工優先度を基に、資機材配置について検討を進める予定である。 
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要整備土砂量 人口 被害額

m3 人 百万円 1位 2位 3位

1 北方向 ＊　　　　　　　　0 3 127 8 0.02 0.03 0.03

2 北東方向 371,000 997 6,062 1 2.99 - -

3 東方向 85,000 205 155 4 0.23 0.68 0.70

4 南東方向 123,865 1,098 3,352 2 1.10 3.52 -

5 南方向 27,000 0 21 9 0.07 0.22 0.22

6 南方向 （御神坂沢） 10,000 0 7 10 0.03 0.08 0.08

7 西方向 （焼切沢） ＊　　　　　　　　0 78 4,055 7 0.67 0.94 0.94

8 南西方向 121,400 312 2,086 3 0.34 0.98 1.79

9 西方向 （澄川） 14,890 134 4,307 6 0.71 1.08 1.15

10 北西方向 32,170 137 693 5 0.13 0.26 0.44

泥流総量 人口 被害額

m3 人 百万円 1位 2位 3位

2 北東方向 8,592,000 4,558 144,726 2 0.86 1.56 -

3 東方向 5,438,720 5,881 99,625 3 0.59 1.20 1.95

4 南東方向 7,035,330 27,746 386,867 1 4.62 - -

5 南方向 2,694,000 841 28,229 5 0.25 0.30 0.47

7 西方向（焼切沢） 3,106,000 2,912 82,183 4 0.34 0.60 0.82
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評価単位
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＊要整備土砂量=０とは、10年超過確率規模の降雨で流出する土砂量に対して
　 施設整備が完了していることを意味する。

比率尺度

表-1 優先順位検討結果（降灰後の土石流：10年超過確率規模）

表-2 優先順位検討結果（融雪型火山泥流） 

図-3 優先順位検討結果（融雪型火山泥流）

図-2 優先順位検討結果（降灰後の土石流）

○自然特性に関する評価項目   ：要整備土砂量（降灰後の土石流）、泥流総量（融雪型火山泥流） 

○社会的な影響度に関する評価項目：想定氾濫区域内の被害額（人的被害を除いた被害）と人口（人的被害）
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